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多心マルチコアファイバの低損失接続の研究 

代表研究者 阿部宜輝 九州産業大学理工学部 教授 

1 はじめに 

インターネット技術の発展やスマートフォンの普及により、快適な通信コミュニケーションを享受できる

時代となった。さらに、IoT（Internet of Things）技術や AI（Artificial Intelligence）技術の発展によ

り、今後も社会および生活の変革が続くことで、通信トラフィックを支える光ネットワークでは、光ファイ

バにおける通信容量は継続的に拡大していくことが予想される。しかしながら、現在の通信容量は光ファイ

バの伝送容量の限界である 100 Tb/s に近づいている。現在の光ネットワークで使用されているシングルコア

ファイバ（SCF：Single-core fiber）の伝送容量の限界を超える技術として、同一ファイバに複数のコアを

有するマルチコアファイバ（MCF：Multi-core fiber）を用いた空間多重伝送（SDM：Space division

multiplexing）技術[1-3]が検討されている。MCF を用いた SDM 伝送システムを実現するためには、MCF を着

脱可能に接続することが可能な MCF 用光コネクタが必要不可欠である。MCF 用光コネクタの実現に向けて、

SCF 用光コネクタと同等の光学特性を達成するためには、光ファイバ中心以外にコアがある MCF の接続では

光軸回り方向の回転調心が必要となり、中心以外のコア同士における軸ずれを低減して接続することが求め

られる。この課題を検討した単心 MCF コネクタ[4-7]と多心 MCF コネクタ[8-10]が報告されている。単心形

MCF コネクタでは、円筒形フェルールに MCF を接着固定する際にコアを光軸回り方向に回転調心する構造、

もしくは MCF を円筒形フェルールに接着固定した後で、円筒形フェルールを回転調心してプラグと一体化す

る構造が報告されている。多心 MCF コネクタでは、別の部材で MCF を回転調心した上で MT（Mechanically

Transferable）フェルールにその部材を挿入する構造として、MT 形コネクタや MPO（Multifiber Push-On）

形コネクタの形態で報告されている。単心形と多心形のどちらの光コネクタにおいても、これらの回転調心

でコアを光軸回り方向に誤差なく固定することは困難であるため、回転調心による角度ずれが発生する。

本研究では、この回転角度ずれをゼロにすることは困難であることを前提として、多心の MCF を着脱可能

に一括接続する多心 MCF コネクタにおいて、現状の多心 SCF コネクタと同等の接続損失を実現することを目

的とした検討を実施した。最初に多心 SCF コネクタで低損失化するためのコネクタ部材の寸法パラメータを

明らかにした上で、MCF の回転角度ずれによる接続損失が付加されても、従来の多心 SCF コネクタと同等の

接続損失とするためのコネクタ部材の寸法値を計算により明らかにする。 

2 光コネクタの構造 

光コネクタは 1 本の光ファイバを接続する単心形光コネクタと、複数本の光ファイバを一括接続する多心

形光コネクタに分類される。本研究では、多心形光コネクタを対象とした研究を実施したので、多心形光コ

ネクタについて説明する。多心形光コネクタとしては、MT 形コネクタ[11]と MPO形コネクタ[12]がある。ま

ず、MT 形コネクタについて説明する。図 1 に多心形コネクタである MT 形光コネクタの外観模式図を示す。

複数本の光ファイバを MT フェルールの光ファイバ挿入孔に挿入して接着剤で接着固定して、接続端面を研磨

している。単心形光コネクタで使用される円筒形フェルールに対して、MT フェルールは形状から角形フェル

ールとも呼ばれる。MT フェルールには、並んだ光ファイバ挿入孔の外側にガイドピン挿入孔がある。接続す

る MT フェルールの一方のガイドピン挿入孔にはガイドピンを挿入した状態として、もう一方の MT フェルー

ルのガイドピン挿入孔にガイドピンを挿入することで、MT フェルール同士が接続される。ガイドピン挿入孔

に対して光ファイバを高精度に整列することで、多心の光ファイバ同士を低損失に接続する。MT 形コネクタ

では、MT フェルール端面間にガラスと屈折率を整合させたジェル状の屈折率整合材を介在させて空気層をな

くして、接続点における反射を抑制している。図 2 に MT フェルール同士をガイドピンにより結合して係止ク

リップで固定した外観写真を示す。現在では、MT 形コネクタが使用されることは少ない。MT 形コネクタは、

専用の工具を用いた着脱が必要であり、着脱毎に屈折率整合材の拭き取りと塗布も必要なため、屈折率整合

材が不要で手作業のみで着脱可能な MPO 形コネクタが一般的に利用されている。図 3 に MPO 形コネクタの外

観模式図を示す。MPO 形コネクタは、MT フェルールを内蔵したプラグと、プラグ同士を結合するアダプタに
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より構成される。ガイドピンが MT フェルールのガイドピン挿入孔に挿入された側を M 形プラグと呼び、ガイ

ドピン挿入孔にガイドピンが挿入されていない側を F 形プラグと呼ぶ。MPO 形コネクタにおいても、一方の

MT フェルールのガイドピンがもう一方のガイドピン挿入孔に挿入されることで、MT フェルールに接着固定さ

れた光ファイバ同士を接続する構造である。MT フェルールの寸法値は国際標準規格として定めれている。ま

た、MPO 形コネクタでは、MT フェルールの端面を斜め 8°に研磨し、かつ光ファイバ先端が MT フェルール端

面から僅かに突き出るように研磨して、光ファイバ端面同士を PC 接続させて高反射減衰量を実現している。

図 14 は MPO 形コネクタの外観写真である。MPO 形コネクタは SC 形コネクタと同様にプラグのノッチがアダ

プタの係止片に嵌合することで、手作業でプラグの着脱が可能である。多心の光ファイバを接続する光コネ

クタとしては、MPO 形コネクタがデータセンタ等で最も汎用的に使用されている。 

多心 MCF を一括接続する光コネクタとしては、MPO 形コネクタの形態となることが予想されるため、本研

究においても、MT フェルールを用いた MPO 形コネクタにて検討した。 

 

 

 

図 1 MT 形コネクタの外観模式図 

 

 

 
図 2 MT 形コネクタの外観写真 

 

 

図 3 MPO 形コネクタの外観模式図 
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図 4 MPO 形コネクタの外観写真 

3 多心 SCF コネクタの低損失化に関する検討 

多心 MCF コネクタにおける低損失化を検討するにあたって、最初に多心 SCF コネクタにおける MT フェルー

ルの寸法値と接続損失の関係を計算により明らかにする。 

図 5 に MT フェルールの接続側端面の模式図を示す。MT フェルールには、並んだ光ファイバ挿入孔の外側

にガイドピン挿入孔がある。接続する MT フェルールの一方のガイドピン挿入孔にはガイドピンを挿入した状

態として、もう一方の MT フェルールのガイドピン挿入孔にガイドピンを挿入することで、MT フェルール同

士が接続される。ガイドピン挿入孔に対して光ファイバを高精度に整列することで、多心の光ファイバ同士

を低損失に接続する。 

MT フェルール同士の接続における接続損失の要因について説明する。MT フェルールは、射出成型により製

造されるため、製造誤差により、作製した MT フェルールの寸法は設計値とは異なる。さらに、光ファイバ挿

入穴の内径は、光ファイバのクラッド外径より大きくする必要があるため、光ファイバ挿入穴の中心からの

光ファイバの位置ずれも発生する。また、光ファイバ中心からのコアの位置ずれも発生しうる。接続損失の

計算においては、これらの設計値からのずれを考慮する必要がある。図 5 において、MT フェルール端面の i

番目の光ファイバ中心からの光ファイバコアの位置ずれを 、光ファイバ挿入穴からの光ファイバの位置ず

れを 、光ファイバの挿入穴の設計値からの位置ずれを  とした。光ファイバ挿入穴の内径をＤ、光ファ

イバのクラッド外径を a としたとき、 は 0 から(D-a)/2 の範囲の値となる。これらの位置ずれの出現確率

は二次元正規分布に従うと仮定することで接続損失を推測できる[13]。図 6 は、MT フェルール同士を接続し

たときの模式図を示す。図 6 の上部の模式図は、MT フェルール同士をガイドピンにより接続したときの断面

模式図である。MPO 形コネクタでは、MT フェルール端面は斜めになっており、ガイドピンをガイドピン穴に

挿入したときに、MT フェルール後端よりバネによって押された MT フェルールがスライドする。図 6 の下部

の模式図は、MT フェルール端面が接触したときの MT フェルール端面を正面から見たときの模式図であり、

MT フェルール端面同士がスライドした状態を示している。図 6 において、MT フェルールのスライドによる i

番目の光ファイバ挿入穴の位置ずれを としたとき、 は次式で表すことができる[14]。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

𝑦4𝑖 =  

𝑅𝐴 − 𝐿𝐴
𝐸𝑃

 𝑥4𝑖 + 𝑅𝐴 cos𝜑 +
 𝐿𝐴 − 𝑅𝐴 

2

1−
𝑅𝐴 + 𝐿𝐴
𝐸𝑃

cos𝜑
+ 𝑅𝐴 sin𝜑 − 𝑌𝑂𝐹𝐹𝑆𝐸𝑇            (3) 

𝑥4𝑖 = 250 𝑖 − 6.5   
𝐸𝐴

2 −  𝑅𝐴 − 𝐿𝐴 2 sin𝜑 2

𝐸𝐴
− 1 +

 𝐿𝐴 − 𝑅𝐴 

2
cos𝜑    (2)   

𝜑 = sin−1(
𝐸𝐵 −𝐸𝐴

𝐿𝐴 + 𝑅𝐴 + 𝐿𝐵 + 𝑅𝐵
)          (4) 

𝑌𝑂𝐹𝐹𝑆𝐸𝑇 =  
𝐻 − 𝐼

2
sin𝜑 + 0.3           (5) 

𝑑4𝑖 =  𝑥4𝑖 ,𝑦4𝑖      (1) 
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ここで、 と はフェルール A における左と右のガイドピンとガイドピン穴のクリアランス、 と はフェ

ルール B における左と右のガイドピンとガイドピン穴のクリアランスを示す。ガイドピン穴の内径を H、ガ

イドピン外径を I としたとき、ガイドピンとガイドピン穴のクリアランスは(H－I)/2 となる。光ファイバコ

アの位置ずれ と、i 番目の光ファイバにおける軸ずれ は次式で表すことができる。 

 
𝑑𝑖    =  𝑑1𝑖

      + 𝑑2𝑖
      + 𝑑3𝑖

      + 𝑑4𝑖
                (6)  

 
𝑙𝑖 =  𝑑𝐿𝐴       − 𝑑𝐿𝐵                          (7)  

 

SMFの接続損失は軸ずれ を用いて求めることができる[14]。MPOコネクタのi番目の接続ペアの接続損失 は

次式で表すことができる[15]。 

 

 
 

ここで、 はフェルールＡの光ファイバのモードフィールド半径、 はフェルールＢの光ファイバのモード

フィールド径であり、n は光ファイバコアの屈折率、λは光ファイバを伝搬する信号光の波長である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 MT フェルール端面模式図 
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図 6 MT フェルールが接続したときの模式図 

 

多心SCFコネクタの接続損失を小さくすることに効果のあるMTフェルールと光ファイバの寸法パラメータ

を検討した。表 1 に接続損失の計算で使用するパラメータの一覧を示す。各パラメータには、国際標準規格

もしくは市場での一般的な仕様として、値の範囲と標準偏差がある。実際の光コネクタでは製造誤差がある

ので、各パラメータの値はバラつくことを前提として計算する必要がある。各パラメータのバラつきは二次

元正規分布となると仮定し、モンテカルロシミュレーションにより式(1)から(7)を計算して、式(8)により接

続損失値を計算した。図 7 は、光ファイバ挿入穴の位置ずれ、光ファイバの挿入穴角度ずれ、ガイドピン穴

ピッチ誤差、ガイドピン穴内径誤差の寸法値を表 1 に示した規格値の最大値から小さくしたときの接続損失

値の計算結果である。計算では、光ファイバ中心からのコア位置ずれ は 0 として計算した。一つのパラメ

ータの寸法値を小さくするときは、他のパラメータの値は変化させていない。図 7 は、寸法パラメータを変

化させたときの規格値からの減少比に対する接続損失計算値の変化を示している。各データは、12 心コネク

タの 10000 組の計算データにおける、平均値と累積出現率の 97％値を示している。計算結果より、光ファイ

バ挿入穴位置| |の寸法値を厳しく設定することが 12 心 SCF コネクタの接続損失を小さくすることに効果

があることを確認した。そこで、光ファイバ挿入穴位置ずれ を 0.6 m（σ=0.4）としたときの 12 心 SCF

コネクタの接続損失値のヒストグラムを図 8 に示す。平均接続損失は 0.25 dB、97%値は 0.83 dB であった。

本研究では、この 12 心 SCF コネクタの平均接続損失値を基準として、12 心 MCF コネクタの低損失化を検討

した。 

 

表 1 計算におけるパラメータと値 

項目 範囲 標準偏差

フェルールパラメータ 光ファイバ挿入穴内径　        D[μm] 125.3-125.9 0.2

光ファイバ穴位置ずれ               [μm] 0-1.2 0.4

光ファイバ挿入穴角度ずれ    θ[deg] 0-0.2 0.067

ガイドピンピッチ                    E[μm] 4598-4602 0.67

ガイドピン穴内径                    H[μm] 699.0-699.6 0.1

ガイドピン外径                         I[μm] 698.4-698.6 0.033

光ファイバパラメータ クラッド径                               a[μm] 124.8-125.2 0.067

コアクラッド偏心　　              [μm] 0-0.6 0.1

MFD　2ω                                 [μm] 9.1-9.3 0.15

コア屈折率 n 1.46 -

𝑑 

𝑑 
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図 7 寸法パラメータを変化させたときの 12 心 SCF コネクタの接続損失計算値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 12 心 SCF コネクタの接続損失計算値( =0.6、σ=0.4 ) 

4 多心 MCF コネクタの低損失化に関する検討 

4-1 MCF の回転角度ずれによる接続損失 

SCF では光ファイバ断面中心にコアが 1 つだけ有る構造である。そのため、低損失接続を実現するために

は、光ファイバ中心にあるコア同士を軸ずれなく接続することで重要である。MCF では中心以外にもコアを

配置する構造であるため、中心以外に位置するコアを光軸回り方向に回転調心した上で、回転を抑制するコ

ネクタ構造とする必要がある。単心形 MCF コネクタと多心形 MCF コネクタのどちらにおいても、回転調心で

コアを光軸回り方向に誤差なく固定することは困難であるため、回転調心による角度ずれが発生する。図 9

に MT 形 MCF コネクタと MCF 端面の模式図を示す。回転調心の結果として MCF に角度ずれが発生するとき、外

側コアにおける軸ずれ量 は計算により求めることができる。対向して接続する MCF の相対的な角度ずれが

であるとき、 が十分小さいと仮定すると下記式で を求めることができる。 

 

 

𝑑𝜃 ≈ Λ ∙ sin−1 𝜃𝑧      (9) 
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ここで、Λはクラッド中心から外側コア中心までの距離である。式(8)の軸ずれ量に を代入して、計算す

ることで、回転角度ずれによる接続損失を計算することができる。図 9 に示した 4 コア MCF（Λ=35 μm）に

おける回転角度ずれに対する接続損失を計算した結果を図 10 に示す。MCF の接続では、SCF の接続でも発生

する接続損失に加えて、回転調心の結果として発生する回転角度ずれによる接続損失が付加されることにな

る。 

 

図 9 多心 MCF コネクタにおける MCF の回転角度ずれの模式図 

 

図 10 4 コア MCF（Λ=35 μm）における回転角度ずれに対する接続損失計算結果 

 

3-2 多心 MCF コネクタの接続損失の計算 

MCF を伝送媒体として社会実装するために、国際標準化団体（ITU-T, IEC）では、MCF に関する技術の国際

標準規格の制定に向けた検討が開始されている。現在の動向では、クラッド外径が 125 µm であり、4 つのコ

アを持つ 4 コア MCF が検討候補の一つとなる見込みである。そのため、本研究でも、光ファイバが 4 コア MCF

（クラッド径 125 µm）であるときの多心コネクタにおける接続損失をモンテカルロシミュレーションで計算

した。図 11 に計算する 4 コア MCF 端面におけるコア配置を示す。コアの位置座標は、MCF 中心からの距離 r

と、r が水平軸となす角度θで設定した。r の設計値からのズレ量を∆r、θの設計値からのズレ量を∆θ とし、

回転調心による角度ずれを∆θerrorとしたとき、各コアの位置は下記式で表すことができる。 

 

図 7 おいて、1 のコアはθ=45°、2 のコアはθ=135°、3 のコアはθ=225°、4 のコアはθ=315°となる。計算

において、MCF のコアはコア間距離 40 µm で配置されているとし、MCF 中心からの距離 r は 28.3(=20×√2) µm 

と設定した。MCF に関する国際標準規格はまだ存在しないが、国際標準規格の制定に向けて、MCF のコア位置
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の設計値から許容するズレ量を±0.6 µm とすることが検討されている。そこで、∆r は±0.6 µm とし、∆θ

は回転方向で±0.6 µm となる角度を設定した。光ファイバ挿入穴からの光ファイバ中心の位置ずれと設計時

の光ファイバ挿入穴位置からの位置ずれ、MT フェルールのスライドによる i 番目の光ファイバ挿入穴の位置

ずれは、3 章における 12 心 SCF コネクタの計算と同様に表 1 に示したパラメータと値で計算した。 

 

 

図 11 MCF コア位置模式図 

 

12 心 MCF コネクタにおいても、光ファイバ挿入穴の位置ずれ、光ファイバの挿入穴角度ずれ、ガイドピン

穴ピッチ誤差、ガイドピン穴内径誤差の寸法値を表 1 に示した規格値の最大値から小さくしたときの接続損

失値を計算した。回転調心による角度ずれ∆θerrorをゼロとして計算したときの計算結果を図 12 に示す。一つ

のパラメータの寸法値を小さくするときは、他のパラメータの値は変化させていない。図 12 は、規格値から

の減少比に対する接続損失の変化を示しており、各データは、12 心 MCF コネクタの 10000 組の計算データに

おける、平均値と累積出現率の 97％値を示している。計算結果より、12 心 MCF コネクタにおいても、光ファ

イバ挿入穴位置の寸法値を厳しく設定することが接続損失を小さくすることに効果があることを確認した。

そこで、光ファイバ挿入穴位置ずれを 0.6 µm とし、光ファイバ挿入穴位置ずれ以外のパラメータは範囲の

最大値としたときの 12心 MCFコネクタの接続損失値のヒストグラムを図 13に示す。平均接続損失は 0.31 dB、

97%値は 1.03 dB であった。図 8 に示した 12 心 SCF コネクタの接続損失の計算結果と比較して、コア位置以

外は同じ寸法値で計算したが、接続損失が大きくなる結果となった。SCF はコア位置を高精度に作製できる

ようになっているため、12 心 SCF コネクタの計算では、設計値からのズレをゼロとしていたが、MCF のコア

位置ずれの範囲を±0.6 µmとして計算したため、接続損失が大きくなった。将来的には SCF と同様に設計値

からのズレはゼロに近い値となる可能性はあるが、SCF と同程度に高精度に作製できるようになるまでは時

間を要することが想定されるため、本報告では MCF のコア位置ずれは±0.6 µmとして検討を進める。 

 

 

 

図 12 寸法パラメータを変化させたときの 12 心 4 コア MCF コネクタの接続損失計算値 
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図 13 12 心 SCF コネクタの接続損失計算値( =0.6、σ=0.4、∆θerror=0 ) 

12 心 MCF コネクタ接続において、光ファイバ挿入穴位置ずれを変化させて、12 心 SCF コネクタと同等の平

均接続損失 0.25 dB を実現することを検討した。図 14 に光ファイバ挿入穴位置ずれを 0.5 µm、σ=0.4 µm

としたときの接続損失計算値のヒストグラムを示す。回転角度ずれ∆θerrorは 0°としたときの計算結果である。

光ファイバ挿入穴位置ずれを SCF コネクタにおける 0.6 µm から 0.5 µm に小さくすることで、12 心 MCF コネ

クタの接続損失の平均値を約 0.25 dB とすることができた。 

 

図 14 12 心 SCF コネクタの接続損失計算値( =0.5、σ=0.4、∆θerror=0 ) 

しかしながら、回転調心による角度ずれ∆θerror をゼロにすることは困難であるため、∆θerror が発生すること

を前提として接続損失値を見積もる必要がある。図 14 で示した結果は∆θerrorをゼロとして計算した結果であ

った。そこで、図 15 と図 16 に回転角度ずれ∆θerrorがそれぞれ 0.25°、0.5°としたときの 12 心 MCF コネクタ

の接続損失計算値のヒストグラムを示す。光ファイバ挿入穴位置ずれは 0.5 µm、 σ=0.4 µm としたときの計

算結果である。∆θerrorによる位置ずれが発生することで、コアの位置ずれが大きくなり、12 心 SCF コネクタ

よりも接続損失が増加する結果となった。そこで、回転調心による角度ずれ∆θerrorが付加されても、12 心 SCF

コネクタと同等の接続損失となる光ファイバ挿入穴位置ずれを計算により見積もった。回転調心による角度

ずれ∆θerrorが 0.25°であるときに、光ファイバ挿入穴位置ずれを 0.4 µm としたときの接続損失計算値のヒス

トグラムを図 17 に示す。光ファイバ挿入穴位置ずれを 0.4 µm とすることで、平均接続損失 0.24 dB となり、

12 心 SCF コネクタと同等の接続損失を実現できる。次に、回転調心による角度ずれ∆θerrorが 0.5°であるとき

を検討した。光ファイバ挿入穴位置ずれを 0.3 µm としたときの接続損失計算値のヒストグラムを図 18 に示
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す。光ファイバ挿入穴位置ずれを 0.3 µm とすることで、平均接続損失 0.24 dB となり、12 心 SCF コネクタ

と同等の接続損失を実現できる。 

回転調心による角度ずれがあっても 12 心 SCF コネクタと同等の接続損失を実現する 12 心 MCF コネクタの

設計を明らかにした。回転調心による角度ずれがある場合は、光ファイバ挿入穴位置ずれを厳しくすること

で 12 心 MCF コネクタの低損失化を実現できることが分かった。 

 

図 15 12 心 SCF コネクタの接続損失計算値( =0.5、σ=0.4、∆θerror=0.25 ) 

 

図 16 12 心 SCF コネクタの接続損失計算値( =0.5、σ=0.4、∆θerror=0.5 ) 

 

 

図 17 12 心 SCF コネクタの接続損失計算値( =0.4、σ=0.4、∆θerror=0.25 ) 
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図 18 12 心 SCF コネクタの接続損失計算値( =0.3、σ=0.4、∆θerror=0.5 ) 

4 実験による検討 

計算した結果を評価するために実験による検証を開始した。単心の 4 コア MCF、12 心の SCF テープファイ

バと 12 心 MT フェルールを入手して、実験サンプル作製の準備を実施した。多心 MCF コネクタを作製するた

めには、MCF を回転調心して接着固定する MCF 固定部材が必要であり、その MCF 固定部材を挿入可能な MCF

用 MT フェルール[8-10]も必要となる。調査の結果、これらの MCF 固定部材と MCF 用フェルールを入手するこ

とは難しいことが判明したため、先ずは、多心 SCF コネクタを作製して検証する方針とした。12 心 MT フェ

ルールに 12 心の SCF テープファイバを接着固定した後、MT フェルール端面を研磨して、12 心 MT コネクタを

作製した。作製した MT コネクタの端面形状を評価した。多心 SCF コネクタである MPO 形コネクタに内蔵する

MT フェルール端面に関する規格は、IEC 61755-3-31[16]で規定されている。IEC 61755-3-31 では、接続損失

と反射減衰量に関する要求性能を満足するための接続部のパラメータとその寸法値を規定している。作製し

た 10 個の 12 心 MT コネクタの端面は、IEC 61755-3-31 を満足することを確認した。今後は、作製した 12 心

MT コネクタの接続損失を測定し、12 心 MT フェルールの仕様寸法値と比較して、計算値を評価する予定であ

る。また、多心 MCF コネクタを作製するために必要となる部材を入手する方法を調査して、多心 MCF コネク

タを作製できるように準備を進める。 

5 まとめ 

本研究は、多心 MCF を一括で接続する多心 MCF コネクタの低損失化を検討した。従来の多心 SCF コネクタ

と同等の接続損失となる多心 MCF コネクタの設計を確立することを目的として、計算による検討を実施した。

MCF の接続では、クラッド中心以外に配置されたコアを回転調心して接続する必要がある。しかしながら、

光コネクタの作製において、回転調心時の回転角度ずれをゼロにすることは困難である。そこで、この回転

角度ずれをゼロにできないことを前提として、12 心 MCF コネクタを例として、従来の 12 心 SCF コネクタと

同等の接続損失を達成するための MT フェルールの寸法パラメータとその値を検討した。最初に、12 心 SCF

コネクタを低損失化するための設計を計算により明らかにして、光ファイバ挿入穴位置ずれを小さくするこ

とが低損失化に効果があることを確認した。次に、12 心 MCF コネクタにおいても光ファイバ挿入穴位置ずれ

を小さくすることが低損失化に効果があることを確認した。さらに、12 心 MCF コネクタにおいて回転角度ず

れがあっても 12 心 SCF コネクタと同等の接続損失を実現するための MT フェルールの寸法パラメータと寸法

値を計算により明らかにした。本研究により、多心 MCF コネクタの作製時に回転角度ずれが発生して接続損

失が付加されても、多心 SCF コネクタと同等の接続損失となる多心 MCF コネクタの設計を明らかにした。今

後、多心 MCF コネクタ作製における MCF の回転角度ずれの値を実験により明らかにすることで、多心 SCF コ

ネクタと同等の接続損失を実現できる多心 MCF コネクタの設計値を確定できる。 
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